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研究成果の概要（和文）：Allen-Cahn 方程式（Nagumo 方程式）を３次元空間全体で考え 
角錐型進行波および凸多面体型進行波を構成した．またそれらの進行波は与えられた擾乱に 
たいして安定であることを証明した． 
 
研究成果の概要（英文）： I studied the Allen-Cahn equation (Nagumo equation) in 
three-dimensional Euclidean space, and constructed pyramidal traveling front solutions 
and convex polyhedral traveling front solutions. I also proved that they are stable for given 
fluctuations. 
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１．研究開始当初の背景 

 
Allen-Cahn 方程式（Nagumo 方程式，scalar 

Ginzburg-Landau 方程式）にたいしては，2

次 元 V 字 型 進 行 波 の 存 在 が 

Ninomiya-Taniguchi (JDE, 2005), Hamel, 
Monneau, Roquejoffre (DCDS-A 2005) によ

り知られていた．また進行軸について回転対

称な進行波もHamel, Monneau, Roquejoffre  

らにより研究された． 

 
進行軸に対し回転非対称でない進行波が存

在するか否かが当時，議論の対象となってお

り，未知の多次元進行波の発見が期待されて
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いた． 

 
２．研究の目的 

 
多次元進行波の研究において，３次元で 

進行軸にたいし回転非対称な進行波を発見

することが目的であった．進行波面が角錐に 

漸近する進行波を，優解および劣解を構成す

ることにより証明した． 

 

 
３．研究の方法 

 

多次元進行波の研究者と議論を重ねること

が必須であったため，二宮広和氏（明治大学）， 

Hamel氏（University of Aix-Marseille III）,  

Wei-Ming Ni 氏（University of Minnesota）

らと議論および情報交換をおこなった．また 

国際研究集会などで研究成果を報告した． 

2010年5月にドレスデン工科大学で開催され

た国際研究集会“The 8th AIMS Conference 

on Dynamical Systems, Differential 

Equations and Applications”においては

1300 名の参加者のもと plenary speaker 

として研究成果の総括を報告した． 

 

４．研究成果 

 

3 次元空間における Allen-Cahn 方程式にお

いて，角錐型進行波および凸多面体型進行波

を構成し，それらが与えられた擾乱にたいし

て漸近安定であることを証明した．これらの

進行波は，進行軸にたいし回転非対称である． 

双安定な反応拡散系において，回転非対称な

進行波の存在を証明した始めての成果とな

った． 
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